
昭和 5 8年 7月

日本海中部地震災害の概況報告書

噌如If 日本海中部地震深浦町災害対策本部

こ？三：、





日本海中部地震災害の概要報告

昭和 5 8年 6 月 20 日

1. 地震災害の状況

(1) 地震発生日時 昭和 58年 5月 26日 1 2時

(2) 震源域及びその規模

震源域 日本海中部

地震規模 マグニ チ ュ ー ド 7.7を記録

深浦町の影響 霞源域北東端から深浦海岸まで約 50 Km 

の地点（東奥日報から）

震度は最高震度 5を記録

（詳細・別紙深浦測候所資料のとおり）

2， 津波の発生状況

5月 26日12時地展により、次のとおり全域に津波発生し
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海水の引き始めを見る。

津波来襲（以後数波が継続）

深浦港 約 4m以上記録

田野沢港 約 3.7 m 以上記録

3. 情報収集及び伝達

5月 26日の状況
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1 2 : 1 4頃 避難命令発令

1 2 :, 1 8 県消防防災課より津波警報受信

1 2 : 3 0 消防団へ出動命令

1 4 : 0 0 地震災害対策本部設置

地震災害対策会議設置

1 4 : 4 0 県へ対策本部設置を報告

1 6 : 3 0 避難命令解除

2 0 : 5 8 津波警報解除

災害状況調査開始

4. 災害による被害状況

地震災害及ぴ津波災害によって生じた被害状況は、別紙「日

本海中部地震深浦町災害状況調」のとおりとなった。

5. 地震災害対策の動向

(1) 政府調査団等及ぴ町陳情の動向

5月 26日

5月 27日

•県知事来庁。

•災害対策全員協議会開催。地震災害対策会

議委員（以下「対策会議委員」という。）

を委嘱。

•竹内、松尾代議士来庁。

•政府調査団（加藤国土庁長官ほか）来町。

議員参加災害状況説明、陳情。

•日本共産党調査団来庁。災害状況説明、陳
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情。

•災害対策会議開催。

5月 28日 ●議員参加による県陳情。

5月 30日 •日本社会党開査団来庁。議長、各常任委員

長参加災害状況説明、陳情。

•県議会農林常任委員会へ陳情（於木造）

•災害救助法滴用以外の災害援護適用される。

5月 31日 ●参議院災害対策特別委員会調査団（県選出

木村、山崎、松尾各代議士参加）来庁o対

策会謡委員参加災害状況説明、陳情。

•対策会議開催。

6月 1 日 ●災害救助法適用される。 (6月 6日付青社

第 44 5号）

•地震災害対策相談所開設。

?•県議会水産商工労働常任委員会来庁。

6月 2 日 •田沢代議士来庁。議員参加災害状況説明、

陳情。

6月 3 日 •自民党調査団（田沢、竹内、木村代議士参加）来

庁。対策会諮委員参加災害状況説明、陳情。

•県へ商工関係陳情。

•対策会議開服。

•行方不明者能代市加藤昇発見 (14:00頃
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6月 4 日 亀行方不明者田野沢山下久夫発見 (7:00凋

6月 6 日 •自治大臣来県。県町村会陳情 町長、議長

陳情参加。

•県議会文教公安常任委員会来町。大戸瀬中

学校視察。

6月 8 日 ●衆議員災害対策特別委員会調査団（竹内、

木村代議士参加）来庁。対策会議委員参加

災害状況説明、陳情。

•対策会議開催。

6月 10日 •県教育委員会委員来町。大戸瀬中学校視察。

6月 15日～ 18日

•中央各省庁へ田沢、竹内、木村代議士案内

による陳情。

（国土庁。自治省・農林水産省・建設省。

文部省・厚生省・水産庁。中小企業庁）

(2) 緊急対策事項

政府等に要望している事項及び当面町として促進すべき

事項は、別紙「日本海中部地震災害緊急対策事項」のとお

りである。

(3) 政府の緊急対策事項

6 深補町災害対策本部 解散 7月 31日午後 5時

- 4 -



被 害 区 分

人 的 被 害

家 住 家

屋 非 住 家

公共施設災害

文 教 施 設

上水●簡水施設

消 防 施 設

公共土木施設

農業用施設

そ の 他

一般災害

漁船●漁具等

商 工

股作物等被害

自 動 車

が け 崩 れ

そ の 他

昭和 6 8年 ( 1 9 8 3 )

日 本 海 中 部 地 需 深浦町災害．状況調

件

1. 人的被害

2. 物的被害総額

家屋被害

公共施設被害

一般被害

国 関 係 施 設

県 関 係 施 設

数 災害見積額（千円）

4 人

6 3 1 P 574,150 

1 3 1 戸 4 0.8 5 0 

1,127,100 

7校 6 0 7, 1 0 0 

7 地区 195,000 

20,000 

3 6地区 1 2 4,0 0 0 

70 地区 161,000 

2 0,0 0 0 

3, 5 5 3, 5 0 0 

303斐 2,343,900 

全域 790,600 

77迄 9 1,0 0 0 

53台 70,000 

5 地区 18,000 

240,000 

4 名

6 3億 9,960万円

7 6 2戸

内

死 者

6 1 5,0 0 0千円

1, 1 2 7, 1 0 0千円

3, 5 5 3, 5 0 0千円

5 5 9, 0 0 0千円

5 4 5, 0 0 0千円

2人 負

全壊15半壊90 一部破損424

傷 2人

床上没水28 

全壊47半懐56 流失25 一部破損3

昭和 58年7月31日現在

床下浸水74

大戸瀬中、深浦中、長慶平小．中、修迎小、明道小、深浦小、大戸瀬小

深浦上水、節作地区簡水、横磯地区簡水、北金ケ沢地区簡水、岩坂地区簡水、風合瀬地区簡水

防火水槽 5基
介く、

漁港5地区、道路 21地区、河川 10地区

嬰道8地区、林道4地区、農業用水路．ため池5か所

観光施設等5地区

滅失89、大破 17、中破l2 1、小破 '76 

商品、設備品等

水田稲作（潮冠水、浮苗、干害、土砂流入等）

滅失35台、破損18台

門へい、家財等

容

i 

I 
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昭和 6 8年 (1 98 3)

日本海中部地震深浦町災害状況・調

災 害 区 分 件 数 災害見積額（千円） 内 容

国関係施設災害 559,000 

国 鉄 4 2件 350,000 

港 湾 2件 1 0 0.0 0 0. 岸座陥汐 10 0 m 

国有林 関係 109,000 林道16路線、作業道8賂線、種苗施設 1地区、眼品事業所 1地区、宿舎4棟

県関係施設災害 545,000 

公 共 土 木 施 設 災 害
件 5 2 5.0 0 0 河川 7地区、道路31地区、棉梁2地区4 0,  

砂 防 1 地`区 20,000 

合 計 6,399,600 
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日本海中部地霊災害緊急対策事項

昭和 5 8年 6月 8 日 深浦町災害対策本部

昭和 5 8年 5月 2 6日発生の日本海中部地需のマグニチ

ユード 7.7の大規模地震は、本町全域にわたり震度 5の強

露を記録し、加えて地震直後沿岸部に 4メートル以上の津

波に襲われ、未曾有の甚大な被害をもたらした。

町は、総力をあけて災害復旧対策に万全を期するもので

あるが、当面の対策として次の事項の促進をはかる。

1. 本町全域にわたリ被害が甚大であるため、この災害復旧に「激

甚災害対策特別財政援助法」による激甚災害の早期指定

2． 農業被害を救済するため「膜業災害補償法」及び「天災融資法」

の適用

・3. 個人住宅の復旧のため「住宅金融公庫」の融資枠の拡大確保と

低利長期貸付及ぴ借入金の償還延期措置

4.災害弔慰金、災害見舞金の早期支払い及び生活安定のため災害

援護資金枠の拡大と早期貸付

5. 漁船及ぴ漁業関連設備等の被災救済のため、漁船保険金の早期

支払い

6. 被害農林漁業者が必要とする金融公庫等の融資枠の拡大、低利

長期貸付及び借入金の償還延期措置
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7. 漁協共同利用施設の復旧及び被害漁協の運営資金等に

対する助成措置

8・ 被害商工業者が必要とする金融公庫等の融資枠の拡大、低利長

期貸付及び｛昔入金の償還延期措置

9・ 公共土木施設、学校施設、膜林水産業施設、環境衛生施設及び

漁港施設等の災害復旧事業に係る災害査定の早期実施T 事前着工

を含め早期着工と予算の増額措置

10. 地震災害のため町立大戸瀬中学校校舎全体の危険度が進み，全

面改築を施工しなければ学校教育の安全確保ができないので、義

務教育諸学校施設費国庫負担法の緊急適用

11. 町立明道小学校については、早急に災害復旧補助事

12. 

13. 

業により実施

深浦町上水道施設災害復旧に対する予算措置

深浦町簡易水道施設 (6か所）災害復旧に対する予算

措置

14． 地方債の全額充当及び地方交付税繰上交付並びに特別交付税の

増額措置
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〈（当面町として促進すべき事項》

1. 災害復旧の整備促進をはかるため、地震災害対策相談所を開設

2. 被害者救済のため℃税（水道料を含む）の減免措置

3. 公的負担の軽減（被災証明手数料等）

4 被害者救済と生活安定をはかるための、つなぎ資金の貸付の実

施

5. 農林水産業施設等の生産関連施設の応急対策工事の実施

6. その他災害復旧の整備に関する援護措置
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6 月 2 1 日地震の概況

昭和 58年 6 月22日現在

日本悔中部地厖深浦町災害対策本部

昭和 58年 6月 21日発生（余震）の、東北地方及び北海道地方

にかけての地震の概況は、次のとおりである。

1． 地震の概況

41.5 

地震発生の日時

震源域

地震規模

本町における震度

震源域その他の
事 項

139 140 
r 

6月 21日（火） 1 5時26分頃

日本海中部地震の震源域（余展域）

小泊沖 80 Km （弘大地震火山観測所）

マグ ニ チ ュ ー ド 6.9 

震度 4を記録する

下図のとおり

141 日本海中部地誤
6/21余震

41 11地 1 一ロ
- ¥ -ー回-・-0-の--震-源

I I •k I ＇：誓

｀ 
Ill 

日

尺ご｝愴
： 〗大間籍

4。l旦I

@． 

尾去沢
＋ 

し

39.5 
, 9 +EPは観゚測点
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情報及び伝達

1 5 : 2 6 

3 0 

3 8 

4 1 

1 6 : 0 0 

1 7 : 4 3 

1 9 : 3 5 

地震発生 震度 4

町内放送利用伝達及び広報車による伝達

（漁船は沖合へ避難開始する）

津波替報発令

津波啓報伝達

津波に対する避難命令発令

津波薔報解除

避難命令解除

注意報に切替

3. 

4. 

震度の状況

別紙のとおり

津波の状況

別紙のとおり
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5. 被害の状況

(1) 深浦港 漁船（白鷺丸 3.7 5 トン）

漁船接触

(2) 公共施設 成瀬溜池

1隻

2隻

小破

大戸瀬中学校校地亀裂 数ケ所

公共土木等施設・農林水産施設・その

他公共及び公用施設被害は、目下調査

中
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・深 浦 測 候所検潮器調

58. 6. 21 

回数 時 間 潮 位 a 辛江 備 考

1 1 5 : 4 0 1 6 1 ， 
2 4 3 1 7 0 3 0 

3 4 9 1 4 0 2 7 

4 5 5 1 6 7 1 9 

5 5 8 1 4 8 2 0 

6 1 6 : 0 3 1 6 8 2 2 

7 0 8 1 4 6 1 9 

8 1 2 1 6 5 1 6 

， 1 7 1 4 9 2 0 

1 0 2 1 1 6 9 2 6 

11 2 6 1 4 3 2 4 

12 3 7 1 6 7 2 3 

13 4 2 1 4 4 2 2 

1 4 4 7 1 6 6 2 3 

1 5 5 1 1 4 3 2 0 

1 6 5 6 1 6 3 1 2 

17 1 7 : 0 0 1 5 1 8 

18 0 3 1 5 9 1 3 

19 0 7 1 4 6 1 5 

20 1 1 1 6 1 ..• 
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昭和58年(1983年）日木悔中部地開...................................●●...................................、

主態●余冗発生回数及び霞度
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日本海中部地震深浦町災害対策会議構成員

（昭和 58年 5月26日現）

区 分 職 名 氏 名

会 長 町 長 松 浦 武

副会長 町購会議長 新 岡 重 良

II 助 役 加 納 悦

委 員 町讃会副議長 福 沢 正 雄

” 町議会膳員 堀 内 良 治

II /1 小 枝 博 幸

” ” 松 沢 栄 吉

” II 石 沢 秀 幸

” ” 岩 根 哲 雄

” 
/j 菊 地 喜三郎

fl ” 小 山 万 吉

” “ 土 岐 欽

” ” 吉 田 昭 ' 

” ” 西 崎 正

II ” 浦 義 雄

” ” 桜 庭 亮

II II 森 山 ゃ さ

” ” 岩 谷 克 義

” ’’ 鴨 伝 作

II II 小山内 吉 蔵

fl 深浦町教育委員会委員長 本 間 和 夫

II 深浦町農業委員会長 島 JII 政 司

” 深浦町消防団長 中 原 圭 治
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区 分 織 名 氏 名

委 員・ 深浦漁業協同組合長 佐 藤 政 已

/1 大 戸 瀬 漁 業 協 同 組 合長 山 崎 清五郎

” 炉作漁業協同組合長 西 崎 義

” 風合 瀬 漁 業 協 同 組 合長 山 本 忠

” 深浦町腿業協同組合長 七 戸 護

” 大 戸 瀬 農 業 協 同 組合長 米 谷 巌

II 深浦町農業共済組合長 西 崎 保

＂ 深 浦 町 森 林 組 合 長 千 田 富次郎

II 深浦町商工会長 福 沢 正 雄

部 員 収 入 役 佐 藤 孝

＂ 総務課長 浜 田 勇

” 町民福祉課長 高 橋 孝 男

II 財務課長 西 崎 哲

II 産業課長 福 沢 貞

” 建設課長 吉 田 良 市

II 水道課長 坂 本 徳 雄

” 企画室長 工 藤 祥

” 大戸瀬支所長 牧 野 鉄 射
.^.．．→ •一:^-··~· ---

” 出納室長 又 地 毅

” 議会事務局長 佐 藤 進

” 教育委員会教育長

” 農業委員会事務局長 新 岡 尚 衛
~‘^ 

” 鰺ケ沢消防事務組合深浦分署長 佐 藤 正 雄
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日本海中部地霊災害対策会議設置要綱

（設置）

第 1 この要綱は、日本海中部地震災害対策の整備促進を図るため、

日本海中部地震深浦町災害対策会議（以下「災害対策会議」と

いう。）を設置する。

（組織）

第 2 災害対策会議は会長、副会長及ぴ委員をもつて組織する。

2 会長は町長をもつて充てる。

3 会長は会務を経理する。

4 会長に事故があるときは、副会長の中からあらかじめその指名

する者が、その職務を代理する。

5 副会長は、町議会諮長及び町助役をもつて充てる。

6 委員は、次の各号に掲げる者をもつて充てる。

(1) 町議会議員

(2) 消防団長

(3) 町農業委員会会長

(4) 町管内各農業協同組合長

(5) 町管内各漁業協同組合長

(6) 深浦町農業共済組合長

(7) 深浦町商工会長

(8) 深浦町森林組合長

（会 議）

第 3 会議は、必要に応じて会長が招集する。

2 会長は、会議の議長となる。

（理事会）

第 4 会長は、委員のうち若干名を理事に指名する。
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2 副会長は、理事会の理事となる。

3 理事会は、＇会長の指示した事項を審議するものとし、理事会

の運営等に関し、必要な事項は会長が別に定める。

（災害対策本部との関連）

第 5 深浦町災害対策本部条例の規定に基づき設置された「日本

海中部地震災害対策本部」の本部員は、災害対策会議の部員

となり、会議の事務にあたる。

（その他の事項）

第 6 前各項に定めるもののほか、災害対策会議に関し必要な事

項は、町長が定める。

（施行期日）

第 7 この要綱は、昭和 58年 5月 26日から施行する。
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借り出したときは
99ん たいサつ 99 かん

•本は大切に保管しましょう。
竺ら 奮じ9 9 {, 

•必ず期日を守りましょう。
•よごさないようにしましょう。

ゎnめ

・折目をつけないようにしましょう。
か

•また貸しをやめましょう。
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